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論 文 内 容 の 要 旨 
Jones多項式は、1984年ごろV.F.R.Jonesによって発見された比較的新しい結び目不変量である。これは、
その後次々と発見された量子不変量と呼ばれる一群の不変量の最初のものである。本論文は、このJones多項
式についての二つの研究からなる。第一のもの（Chapterl）は、結び目同境という結び目理論の古典的な問題
にJones多項式を応用する試みであり、第二のもの（Chapter2）は、結び目理論の枠組みを拡大することによ
りJones多項式の位相的意味を探ろうとする試みである。 
 Chapterl：本章はリボン結び目のJones多項式の研究の第一歩として、特別なファミリ （ーここでは61－like 
ribbon knotと呼ぶ）についての結果を述べる。すなわち、次の定理が成り立つ。 
 定理．Kが61－like ribbon knotのとき、そのJones多項式VK(t)について次の関係式が成り立つ。 
 
2V"K(1)＝－9V'K（－1）－72 
 
 Chapter2：本章では、３次元球面内の結び目の一般化として、形式的 Wirtinger表示（formal Wirtinger 
presentation）という概念を導入して結び目理論の枠組みを拡大し、その不変量の一つとして、Jones多項式
を解釈する。これは、近年L.H．Kauffmanによって提唱された仮想結び目（virtual knot）および鎌田直子氏
のabstract link diagramとある意味で同値である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
ジヨーンズ多項式は、1984年にV.F.R.Jonesによって発見された結び目や絡み目の多項式不変量で、その後
次々に発見された量子群に付随した多項式不変量の最初のものである。本論文で著者は、ジヨーンズ多項式に
ついての２つの独創的な結果が得ている．１つ目の結果は、結び目同境問題、とくにリボン同境問題へのJones
多項式の影響を探る結果である。２つ目の結果は、３次元球面内の結び目表示の一般化として、形式的
Wirtinger表示（formal Wirtinger presentation）という概念を導入し、形式的Wirtinger表示の不変量とし
て、Jones多項式を捕らえている。形式的Wirtinger表示は、L.H．Kauffmanらによって提唱された仮想結び目
（virtual knot）の理論および鎌田直子氏の抽象的絡み目図式（abstract link diagram）の理論と密接に関係
するが、形式的Wirtinger表示の不変量としてJones多項式を捕らえることができるという結果は、著者以前
には指摘されていない独創的な結果である。本論文は、まずイントロダクションにおいて結果の概要が述べら
れている。０章では、（結び目同境問題との関係が既知の）アレクサンダー多項式、上述のジョーンズ多項式お
よびそれと本質的に等しいブラケット多項式を紹介し、アレクサンダー多項式とジョーンズ多項式の特殊値の
 －64－
 －65－
関係を説明している。１章では、リボン結び目６1においてリボンバンドの絡まりを任意の位置に置くことによ
って得られる６1-like ribbon knotと呼ばれる結び目の族について考察し、そのジヨーンズ多項式の３回微分
と１回微分の特殊値についての恒等式を示した。ジョーンズ多項式のリボン結び目についての性質はほとんど
知られていないので、この結果に意義を認める。２章では、形式的Wirtinger表示を導入してブラケット多項
式を定義した。形式的Wirtinger表示が結び目表示の一般化であることを示す定理（Theorem7.1）を与え、そ
の結果としてこの定義は結び目のジョーンズ多項式の一般化であることを示した。形式的Wirtinger表示は結
び目群の表示と密接に関係するが、ジョーンズ多項式は結び目群の不変量ではないので、この結果に意義を認
める。以上により、本論文は、結び目理論に多くの新しい知見を与え、位相幾何学に貢献するところ大であり、
博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
 
